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生
田
正
輝
先
生　

略
歴

大
正
一
二
年
二
月
六
日　

兵
庫
県
に
出
生

昭
和
二
二
年
九
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

昭
和
二
二
年
一
〇
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

昭
和
二
四
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
新
聞
研
究
室
主
事
兼
務

昭
和
二
六
年
一
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

昭
和
三
二
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

昭
和
三
四
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員
兼
務

昭
和
三
五
年
七
月　
　
　
　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
訪
問
研
究
員
（
昭
和
三
六
年
一
一
月
ま
で
）

昭
和
三
七
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
副
所
長
兼
務
（
昭
和
四
四
年
六
月
ま
で
）　

昭
和
四
〇
年
五
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
体
育
会
理
事
兼
務
（
昭
和
四
七
年
四
月
ま
で
）

昭
和
四
四
年
六
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
常
任
理
事
（
昭
和
四
八
年
六
月
ま
で
）

昭
和
四
八
年
一
〇
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
長
兼
務
（
昭
和
五
二
年
九
月
ま
で
）

昭
和
五
二
年
五
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
長
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
（
昭
和
五
四
年
九
月
ま
で
）

昭
和
五
八
年
四
月　
　
　
　

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
教
授
、
同
人
間
科
学
部
長
、
常
磐
学
園
理
事
と
し
て
転
籍
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）、

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
客
員
教
授
（
昭
和
六
二
年
三
月
ま
で
）

昭
和
六
二
年
三
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
退
職
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昭
和
六
二
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

平
成
五
年
四
月　
　
　
　

常
磐
大
学
大
学
院
教
授
、
同
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
長
（
平
成
一
〇
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
四
年
五
月
七
日　

逝
去
（
八
九
歳
）

学
外
役
職
・
受
章
な
ど

昭
和
三
三
年
九
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
賞
受
賞
（『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
問
題
』
に
よ
り
）

昭
和
五
〇
年
三
月　
　
　
　

総
理
府
広
報
研
究
会
座
長
（
昭
和
五
二
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
三
年
四
月　
　
　
　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
政
策
会
議
組
織
委
員
長
（
昭
和
五
五
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
四
年
六
月　
　
　
　

日
本
新
聞
学
会
（
現
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）
会
長
（
昭
和
五
八
年
五
月
ま
で
）

昭
和
五
八
年
一
月　
　
　
　

世
界
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
年
国
内
委
員
（
昭
和
五
八
年
一
二
月
ま
で
）

平
成
三
年
六
月　
　
　
　

電
波
の
日
郵
政
大
臣
表
彰
受
賞

平
成
三
年
一
〇
月　
　
　
　

郵
政
省
（
現
総
務
省
）
電
波
監
理
審
議
会
会
長
（
平
成
七
年
一
二
月
ま
で
）

平
成
八
年
三
月　
　
　
　

財
団
法
人
逓
信
協
会
前
島
賞
受
賞

平
成
八
年
六
月　
　
　
　

財
団
法
人
情
報
通
信
学
会
会
長
（
平
成
一
二
年
五
月
ま
で
）

平
成
一
二
年
一
一
月　
　
　
　

勲
二
等
瑞
宝
章
受
章
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生
田
正
輝
先
生　

主
要
業
績

著
　
　
書

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
問
題	

慶
應
通
信　

昭
和
三
二
年

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究	

慶
應
通
信　

昭
和
四
三
年

新
聞
を
斬
る	

サ
ン
ケ
イ
出
版　

昭
和
五
三
年

日
米
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
（
辻
村
明
と
共
編
著
）	

慶
應
通
信　

昭
和
五
六
年

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論	

慶
應
通
信　

昭
和
五
七
年

日
本
と
韓
国
の
文
化
摩
擦
︱
日
韓
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
研
究
︱
（
辻
村
明
・
金
圭
煥
と
共
編
）

	

出
光
書
店　

昭
和
五
七
年

新
聞
報
道
の
あ
り
方
︱
そ
の
問
題
点
を
衝
く
︱	

慶
應
通
信　

昭
和
六
一
年

回
想
五
十
年　

慶
應
義
塾
と
私	

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

平
成
一
九
年

共
　
　
著

放
送
研
究
入
門	

日
本
放
送
出
版
協
会　

昭
和
三
九
年

現
代
社
会
の
社
会
学	

世
界
書
院　

昭
和
四
一
年
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
の
理
論
︱
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
︱	

慶
應
通
信　

昭
和
四
七
年

地
方
の
時
代
と
放
送	

財
団
法
人
放
送
文
化
基
金　

昭
和
五
六
年

衛
星
放
送
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン	

ぎ
ょ
う
せ
い　

平
成
五
年

訳
　
　
書

千
万
人
の
文
化
︱
現
代
社
会
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
︱
（
共
訳
）	

日
本
放
送
出
版
協
会　

昭
和
三
七
年

イ
ン
ケ
ル
ス
＝
バ
ァ
ウ
ァ
ー
著　

ソ
ヴ
ェ
ト
の
市
民
︱
全
体
主
義
社
会
に
お
け
る
日
常
生
活
︱

	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会　

昭
和
三
八
年

大
い
な
る
論
争
︱
ケ
ネ
デ
ィ
＝
ニ
ク
ソ
ン
テ
レ
ビ
大
討
論
︱
（
共
訳
）	

日
本
放
送
出
版
協
会　

昭
和
三
八
年

中
国
の
政
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
共
訳
）	

慶
應
通
信　

昭
和
五
一
年

論
　
　
文

ア
メ
リ
カ
革
命
と
新
聞	

法
学
研
究
二
一
巻
六
号　

昭
和
二
三
年

初
島
の
社
会
調
査
に
関
す
る
中
間
報
告
（
一
・
二
完
）	

法
学
研
究
二
一
巻
九
号
・
一
一
号　

昭
和
二
三
年

新
聞
倫
理
化
の
歴
史
的
基
礎
︱
ア
メ
リ
カ
新
聞
史
上
よ
り
の
考
察
︱	

法
学
研
究
二
二
巻
六
・
七
合
併
号　

昭
和
二
四
年

工
場
に
於
け
る
職
長
の
調
査	

法
学
研
究
二
四
巻
二
・
三
合
併
号　

昭
和
二
六
年

　

︱
職
長
の
地
位
（Status

）
及
び
役
割
（Roles

）
に
関
す
る
産
業
社
会
学
的
研
究
︱
（
米
山
桂
三
と
共
著
）

新
聞
の
社
会
的
機
能	

新
聞
研
究
一
四
号　

昭
和
二
六
年

新
聞
の
自
由
に
関
す
る
一
考
察	

新
聞
学
評
論
一
巻
一
号　

昭
和
二
七
年
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マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
経
済
的
側
面
︱
そ
の
商
業
性
と
独
占
、
集
中
化
に
つ
い
て
︱	

法
学
研
究
二
六
巻
一
号　

昭
和
二
八
年

国
家
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン	

新
聞
学
評
論
二
巻
一
号　

昭
和
二
八
年

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
政
治
的
対
策	

法
学
研
究
二
六
巻
八
号　

昭
和
二
八
年

世
論
調
査
に
現
わ
れ
た
対
外
意
識	

日
本
政
治
学
会
編
『
戦
後
世
界
政
治
と
米
国
』（
一
九
五
四
年
度
年
報
）　

岩
波
書
店　

昭
和
二
九
年

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
新
聞	

法
学
研
究
二
七
巻
一
〇
号　

昭
和
二
九
年

人
間
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン	

社
会
学
評
論
五
巻
二
号　

昭
和
三
〇
年

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
し
て
の
ラ
ジ
オ	

法
学
研
究
二
八
巻
三
号　

昭
和
三
〇
年

大
衆
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン	

法
学
研
究
二
八
巻
一
二
号　

昭
和
三
〇
年

政
治
的
無ア

パ
シ
ー

関
心
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン	

法
学
研
究
二
九
巻
一
・
二
・
三
合
併
号　

昭
和
三
一
年

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
し
て
の
映
画
︱
そ
の
特
質
に
つ
い
て
︱	

法
学
研
究
二
九
巻
九
号　

昭
和
三
一
年

日
本
人
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
︱
受
け
手
の
重
複
に
つ
い
て
︱
（
加
納
恒
男
と
共
著
）

	

法
学
研
究
三
一
巻
二
号　

昭
和
三
三
年

ラ
ジ
オ
に
対
す
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
影
響	

法
学
研
究
三
一
巻
六
号　

昭
和
三
三
年

言
論
の
自
由
と
公
共
の
福
祉	

新
聞
研
究
八
九
号　

昭
和
三
三
年

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
印
刷
媒
体	

法
学
研
究
三
二
巻
二
・
三
合
併
号　

昭
和
三
四
年

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
娯
楽	

法
学
研
究
三
三
巻
二
号　

昭
和
三
五
年

日
本
の
テ
レ
ビ
︱
そ
の
歴
史
と
性
格
︱	

新
聞
学
評
論
一
〇
号　

昭
和
三
五
年

マ
ス
・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
構
造
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
共
著
）	

新
聞
研
究
一
〇
九
号　

昭
和
三
五
年

マ
ス
・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
社
会
心
理
学
的
構
造	

法
学
研
究
三
三
巻
七
・
九
号　

昭
和
三
五
年

　

︱
選
択
的
情
報
受
容
の
四
類
型
と
そ
の
理
論
的
背
景
の
考
察
︱
（
一
・
二
完
）（
宇
野
善
康
と
共
著
）

T
elevision in Japan	

GA
ZET

T
E, V
ol. V

I, N
o. 1, 1960
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知
識
人
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア	

放
送
学
研
究
二
号　

昭
和
三
七
年

教
育
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
一
考
察
︱
ア
メ
リ
カ
の
現
状
と
そ
の
問
題
︱	

法
学
研
究
三
五
巻
六
号　

昭
和
三
七
年

国
際
問
題
の
放
送
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
行
動
に
つ
い
て	

放
送
学
研
究
四
号　

昭
和
三
七
年

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
と
政
治
学	

法
学
研
究
三
六
巻
二
号　

昭
和
三
八
年

知
識
人
と
マ
ス
・
コ
ミ	

季
刊 

社
会
科
学
二
号　

昭
和
三
九
年
二
月

新
聞
史
上
に
お
け
る
「
時
事
新
報
」
の
位
置
と
性
格	

法
学
研
究
三
七
巻
一
二
号　

昭
和
三
九
年

共
同
研
究
・
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
普
及
の
特
質	

放
送
学
研
究
八
・
九
・
一
〇
号　

昭
和
三
九
年

世
論
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン	

東
洋
学
術
研
究
四
巻
七
号　

昭
和
四
〇
年

T
he Characteristics of the Grow

th of T
elevision in Japan	

Studies of Broadcasting, N
o. 4, 1966

日
本
に
お
け
る
放
送
の
特
質
と
そ
の
背
景	

放
送
学
研
究
一
六
号　

昭
和
四
二
年

言
論
統
制
下
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況	

東
洋
学
術
研
究
六
巻
三
号　

昭
和
四
二
年

台
湾
に
お
け
る
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
質	

慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要　

昭
和
四
二
年

情
報
価
値
と
社
会
行
動	

慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要　

昭
和
四
二
年

世
論
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
︱
世
論
の
量
と
質
と
の
関
連
に
つ
い
て
︱	

法
学
研
究
四
一
巻
五
号　

昭
和
四
三
年

世
論
調
査
の
限
界
に
つ
い
て
︱
世
論
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
の
分
析
に
も
と
づ
い
て
︱	

法
学
研
究
四
一
巻
七
号　

昭
和
四
三
年

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
︱
新
聞
の
傾
向
に
つ
い
て
の
量
的
分
析
︱	

法
学
研
究
四
二
巻
八
号　

昭
和
四
四
年

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
︱
新
聞
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
的
分
析
︱	

法
学
研
究
四
三
巻
二
号　

昭
和
四
五
年

『
ト
ー
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
の
理
論	

法
学
研
究
四
五
巻
三
号　

昭
和
四
七
年

世
論
の
定
議
づ
け
の
た
め
に
（
伊
藤
陽
一
と
共
著
）	

法
学
研
究
四
五
巻
一
一
号　

昭
和
四
七
年

『
時
事
新
報
』
の
発
展
と
そ
の
終
焉	
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報
二
号　

昭
和
四
九
年

現
代
の
政
治
過
程
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン	

法
学
研
究
四
八
巻
五
号　

昭
和
五
〇
年
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海
外
報
道
の
イ
ン
プ
ッ
ト
過
程
と
そ
の
問
題
点	

慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報
六
号　

昭
和
五
一
年

日
本
の
新
聞
の
特
質
と
構
造
︱
そ
の
制
度
論
的
分
析
︱	

法
学
研
究
五
〇
巻
三
号　

昭
和
五
二
年

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
質
と
課
題	

法
学
研
究
五
三
巻
九
号　

昭
和
五
五
年

A
n Institutional A

nalysis of the D
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